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【民間企業部門】



【取組概要】

従来の桟橋の調査は、３名程度の調査員が小型船に乗り込み、潮位の影響で調査時間が制限される中、船上から観察して写真撮影
やスケッチ図を作成して劣化状態を把握し、劣化度の診断は専門技術者が写真やスケッチ図を見ながら判定を行う方法が一般的でした
が、i-Boatを使用する本システムを使用することで、約２．５倍の速度で調査可能となります。また、桟橋下面に調査員が立ち入ることなく、
狭隘な場所でも安全に客観的な調査・診断が可能となりました。

i-Boatは、遠隔からの無線操船と撮影用カメラの操作が可能です。撮影用カメラには高性能のジンバル（動揺抑制装置）を搭載し、波浪
によるカメラの動揺を抑制して安定した画像の取得が可能である。撮影した画像から、３次元モデルが構築され、専用のソフトウエアを用
いることでひび割れ密度や剥落面積の有無、鉄筋の露出面積割合などの判定基準をもとに劣化度を自動で診断できる。さらに３次元モ
デル、ひび割れなどを示したCAD図や部材の劣化度の情報を取り込んだCIMモデルとすることができ、維持管理データとして蓄積すること
が可能となる。

老朽化が進行する桟橋の調査業務を効率化し、適切な修繕をタイムリーに実施することで、当該施設の長寿命化およびライフサイクル
コストを低減することができ、調査や劣化診断に専門技術者を要しないため、担い手不足を解消することができる。

【取組概要】

【民間企業部門】 会津土建株式会社
インフラDXを活用した業務効率化の取組

【民間企業部門】五洋建設株式会社
桟橋点検業務における効率化

建設工事では、様々な管理を行う上で、現場の地形状況、また、工事の進捗に伴う状況変化を正しく把握することは重要であり、そのため
には画像は有力な手段である。

近年、UAVが比較的容易に扱えるようになったため、上空から施工現場を様々な角度で撮影し、その撮影画像を弊社の画像処理技術と
併せ、画像の有効活用を行っている。

また、リアルタイムに現場の状況を把握するため、現場にソーラー電源によるリアルタイムカメラを設置し、その画像を現場事務所だけで
なく携帯にも配信することで、いつ、どこでも現場状況が把握できるようにしている。

作業の効率化や生産性向上には、現場職員の生産性のない業務を減らすことも重要であり、新しい試みとして現場巡回に電気自動車を
導入し、建設現場での適用性を確認した。

UAV撮影画像と図面の重ね合わせそれを利用した打合せ UAVによる定期的な定点撮影画像

現場に設置したリアルタイムカメラ映像を現場事務所のパソコンで確認 電気自動車での巡回

i-Boat（無線LANボート）
による調査

画像認識によりひび割れなどを
自動で検出し劣化度を判定

画像の3次元化



【取組概要】

人が操縦する前提で作られた大型ダンプトラックは自動化のハードルが極めて高く、かつ、苛酷な土木建設現場で動作する装置やAIの
開発が必要になるが、必要とする新技術を多数開発し、土木建設現場の人手不足の解消、コスト削減、省エネ、工期短縮に貢献した。

機器改造を必要としない磁力吸着式センサボックス、既存の固定穴を利用した制御ボックスを後付けできるため、アーティキュレート式
やリジット式への対応、異なるレバー配置への対応など、柔軟にカスタムできる後付ロボット技術を開発。複数のGNSSデータをタイトカッ
プリングして、大型ダンプの位置や姿勢、操舵角や荷台の角度をリアルタイムで高精度に計測することにより、LiDAR搭載ドローンの高精
度3次元計測や地図作成のリードタイムの大幅な短縮を実現した。自動運転を”人の判断に近づける”観点から、人が操縦する建機の
データにもとづく知能を開発した。

後付のロボット技術を利用した大型ダンプトラックを現場に導入することで、土木建設現場の人手不足の解消、コスト削減、省エネ、工
期短縮に貢献できる。

自社システムT-CIM/Asphaltの運用により、アスファルト混合物の”出荷”から”舗設完了”まで、温度管理·舗設状況をリアルタイムに登録·確
認ができ、タブレット等のネット端末により工事関係者がどこからでも確認できるシステムである。蓄積した情報は自動で帳票出力できるため、
書類作成時間の削減も図れる。

また、簡易位置情報管理システムTranseeker(日建リース工業㈱)との連携により,アスファルト混合物の運搬中の車両位置情報をリアルタ
イムに取得可能である。
舗装の施工における、①品質管理業務，②運行管理に係る連絡業務の省力化に有効であり、

従来は現場担当者が温度計測して野帳に記録していたが、本システムでは出荷から舗設までのアスファルト混合物の温度情報をクラウド
に記録することで工事関係者全員で共有できる。また、温度の自動取得機能により到着温度の計測が不要となるため，運搬車両への昇降
の省力化および安全対策として有効である。さらに，舗設完了後は温度管理図を自動作成できるため、書類作成時間を削減できる。

現場担当者やプラントの出荷担当者は，出荷台数，出荷した運搬車の現在地，現場での待機車両台数や舗設状況，回送車の現在地，等
が確認できる。そのため、プラントと現場の双方でリアルタイムに運行情報が共有でき，電話連絡に頼らない出荷の調整が可能となる。

【取組概要】

【民間企業部門】大成ロテック株式会社 東北支社
中田南地区舗装工事におけるアスファルト品質管理システム
T-CIM/Asphaｌt,Transeeker

【民間企業部門】 株式会社佐藤工務店
レトロフィット技術を用いた大型ダンプトラックの自動土砂運搬



ICT切削機 施工状況 ヒートマップ

【取組概要】

本工事では、MMS（移動式TLS）を用いた三次元起工測量、三次元設計データの作成、ICT建機による施工、施工履歴を用
いた出来形管理、電子納品とすべてのプロセスにてICTを活用。特に施工履歴を用いた出来形管理を行う事で従来の施工

では施工後に出来形管理を行わなければならず、そのための時間と人員が必要であったが、「施工履歴を用いた出来形管
理」を行う事で切削と同時に出来形管理が行えるため時間及び人員の削減（他の作業にあたる事ができる）につなげる事が
できた。

ICT切削機における「施工履歴を用いた出来形管理」は東北でも初となる工事となり、切削状況はクラウド経由にて現場内
でタブレット等を用いる事でほぼリアルタイムにて確認ができるため切削状況の確認を行いながら施工が可能となった。

【民間企業部門】 株式会社高修興業
大曲国道管内舗装工事におけるICT切削機での施工（施工履歴を用いた出来形管理）


